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4． チ ョ ク ラル ス キ
ー

法 に よ る ベ ン ジル 単結晶の 育成及 び 評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 加　藤　憲　徳

　有機化合物の 結晶成長 ， 格子欠陥 に関す る研究は 無機結晶に比 べ て 非常に少 な い 。 本研 究室

に お い て は ， 過去数年 にわ た っ て 有機結晶ベ ン ジ ル （C
、
H

，
　COCOC

、
H

、
）の 結晶育成 を ， 溶液

か らの 成長 ， ブ リッ ジ マ ン法 に よ り行 っ て きたが ， 溶媒 の 混入 ，る つ ぼ か ら の機械的応力が原

因 とな っ て ，い ずれ の 方法か ら も良質の 単結晶 は得 られ なか っ た 。 そ こ で ， 本 研究で は ， チ ョ

ク ラ ル ス キ
ー

法に よ る単結晶 の 育成，及 び X 線 トポ グ ラフ ィ
ーに よ る評価 を行 っ た 。 過去にお

い て チ ョ ク ラ ル ス キ ー法 を応用 した例が報告 され て い る が ， 得 られ た結晶 中に は依 然多 くの 格

子 欠陥が含 まれ て い た 。 本研究室 で は チ ョ ク ラ ル ス キ ー法 を繰 り返 し適用 し て 順次結晶中の転

位を減 らす手 法 を試み ， 最近 にな っ て無転位の 単結晶 を引き上げ る事に 成功 した 。 そ こに至 る

ま で の 過程 ， 及 びそ の 過程に お い て 得 られ た成長転位 に 関す る知見に つ い て 報告す る 。

5． Fe − Ni イ ン バ ー
合金 に お け るメ ス バ ウア ース ペ ク トル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 加　藤　良　文

　メ ス バ ウア
ー

ス ペ ク トル 上に現わ れ る微細構造 に つ い て 考察 し
，

つ い で Fe − Ni合金 に っ い

て の メ ス バ ウァ
ー

ス ペ ク トル か ら Fe57 の 受 け る 内部磁場 の 分布 を求め た 。 さ らに こ の 分布 を

用 い て Fe − Ni 合金 中の Fe の 磁性の 状態 を考察 した 。　 Fe − Ni 合金 中 に は常磁 性 ， 強磁 性 ，

反 強磁 性の 各状態 の Fe が 共存 して い る こ とが わ か っ た 。

6． ス パ ッ タ リン グ法 を用 い た超 微粒子 生成法

　　 の 開発 と生成粒 子 の 観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鎌　倉　孝　信

熱電子 を供給 し生 じ させ た安定な放電 を利用 し
，

ガ ス 蒸発法 の 蒸発 源 と して ， ス パ ッ タ リン
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